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（全体）を個別化して 6 人 個別の単元目標が設定されるとともに、単元目標
に基づいて単元計画が作成された。さらに、1 単位時間（本時）の全体目標及
び個別目標を設定し、本時の学習活動が構成され 。これらのうち、1 単位時
間（第 4 時）の個別目標を表２に示す。 
 




























































































































































































結果を見ると、長期目標と短期目標との関連性①では、E 児を除く他の 5 名 
は関連が強い「2」、合計が 11/12 であるのに対し、短期目標と本時目標との 
関連性②を見ると、A、C、F 児の 3 名が関連性のない「0」、E 児は関連性の弱い
「1」､合計が 5/12 と、関連性①に比べ全体的に関連性が弱くなっている。また
本時目標と長期目標との関連性③は、A、C、F 児の 3 名が「0」で、全体として 
も 6/12 と短期目標の場合と同様、関連性が弱くなっている。児童別に見る 、 








従事が 2 秒以内の場合、行動観察より非課題従事とは捉えられなかったた 、
ここでは、課題従事として扱うこととした。1 単位時間の授業における非課題
従事が全体に占める割合を図 1、各児童の非課題従事が占める割合を図 2 に示 
児童 本時目標 
Ａ 分からないときの言い方を自分で考え、相手に分かるように伝える。      【コ 5】 
Ｂ 友達の発表を手がかりにして言い方を考え､相手に聞こえる声の大きさで伝える。 【コ 5】 
Ⅽ 友達の発表を手がかりにして言い方を考え、相手を見て丁度よい速さで伝える。  【コ 5】 
Ｄ 分からないときの言い方を自分で考え、相手に分かるように伝える。      【コ 5】 
Ｅ 自分ならどうするかを考え、考えたことを友だちに説明する。         【人 3】 
Ｆ 状況に合った言い方を考え、友だちに分かりやすく説明する。         【コ 5】 
目標 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ F 計 
長期目標 人 2 コ 5 人 4 コ 5 人 3 人 3  
関連①↓↑ 2 2 2 2 1 2 11/12 
短期目標 人 2 コ 5 人 4 コ 5 人 1 人 3  
関連②↓↑ 0 2 0 2 1 0 5/12 
本時目標 コ 5 コ 5 コ 5 コ 5 人 3 コ 5  
関連③↓↑ 0 2 0 2 2 0 6/12 
長期目標 人 2 コ 5 人 4 コ 5 人 3 人 3  
計 2/6 6/6 2/6 6/6 4/6 2/6  
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す。なお、学習時間については、第 1 回が 30 分、第 2 回 39 分、第 3 回 30 分、 
第 4 回 40 分 30 秒、第 5 回 41 分 20 秒であった。 
図 1 に示したように、第 1 回 16.4％、第 2 回 15.3％、第 3 回 9.2％、第 4 回
6.8％、第 5 回 8.9％と、単元の進行とともに非課題従事の割合が減少傾向を示













「発問・発表」の平均時間は約 23 分、「ゲーム」は約 15 分、「まとめ」は約 1 
図 1 非課題従事の割合：全体
図 2 非課題従事の割合：個別







時 間 １          ２          ３           ４         ５             ６          ７分
A                       
B                       
E                       
F                       
活 動 挨拶リレー         →          →         →         →       →         → 
時 間 ８            ９             10            11           12               13      14 分 
A                       
B                       
E                       
F                       
活 動 絵１提示「牛乳のふたが取れないとき・」   →       →   絵２提示「落とし物が・」 →  （  D 児の発表  ） 
時 間 15            16            17            18              19              20       21 分
A                       
B                       
E                       
F                       
活 動 →         →          →          （  D 児の発表 ）  →    （ A 児の発表 ）  →  
時 間 22               23              24            25            26              27             28 分
A                       
B                       
E                       
F                       
活 動 ロールプレイ「落とし物 →  教師の説明 → ぐるぐる双六ゲーム      →        →          →
時 間 29               30               31               32               33             34          35 分 
A                       
B                       
E                       
F                       
活 動 →        →          →          →        →             →          →   
時 間 36              37            38              39               40              41          42 分
A                       
B                       
E                       
F                       
活 ・   →            →             →            →        本時のまとめ→ 
 
 図 4 第 4 回目の授業の記録（部分インターバル記録） 
 
１     ２  ３  ４ ５ ６      ７分
挨拶リレー         →       →      →         →     →       → 
８  ９   0   1  12 13   14 分 
絵１提示「牛乳のふたが取れないとき・」  →    →   絵２提示「落とし物が・」 →  （ D 児の発表  ） 
15 16  17   18    19   20 1
→         →         →        （  D 児の発表 ）  →    （ A 児の発表 ）  →  
2 23 24 25 26  27   28 分
ロールプレイ「落とし物 →  教師の説明 → ぐるぐる双六ゲーム  →    →        →
29  0    31 2 33 3  35 分 
動    →        →       →  →            →         →   
時 間 36              37            38              39               40              41          42 分
A                       
B                       
E                       
F                       
活 ・   →            →             →            →        本時のまとめ→ 
 



















































































































































































































Instruction in Independent Living Activity Class in a Self-Contained 
Classroom
- Practical issues in the planning and implementing process-
Akitaka NAKAYA*1，Naomi UCHIDA*2
＊1 Graduate School of Education，Okayama University
＊2 Fukushima Elementary School
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
― 68 ―
